
雑誌・雑がみ

雑がみの分別方法　　　　　　  新聞・ちらし、ダンボール、
紙パック以外の紙ごみの出し方

ざ つ

　新聞、ダンボール、雑誌などは分別していても、雑
がみは家庭ごみに入ってしまいがちです。
　雑がみも分別することにより、資源として、お菓子
の箱や絵本に生まれ変わります。家庭でも職場でも
正しく分別して資源の有効利用にご協力ください。

新聞・ちらし ダンボール 紙パック雑誌・雑がみ

＊ダンボールの間に古紙を挟
   んで出すことはできません。

使用済みの封筒やダンボール箱などを準備して。
収集運搬業者か古紙問屋へお問合せください。

●家庭では

＜雑がみのまとめ方と出し方＞

裏面で、雑がみに出せない紙類をご案内します。　　　　

秋田市環境都市推進課
TEL 018-888-5708

封筒・窓付き封筒

ラップなどの芯

カレンダー

食品・ティッシュペ
ーパーなどの空き箱

（たたんで）

トイレットペーパー
の芯・包み紙

たばこの箱

銀紙、フイルムを
取り除いて

金具は取り除いて

ノート、紙製のファイル、
学校のプリントなど

ワイシャツ、ストッキング
などの台紙

洋服の
タグ

雑誌・ちらしなど

窓がビニールの場合は
取り除いて

＜雑がみとして出せる紙ごみ＞

秋田市の古紙（こし）の分類は次の４種類です。

机の横に紙袋を置いて 雑がみをまとめる箱を置いて

ごみ箱の横に紙袋を
置いて

紙ひもでしばって集積所へ

家庭ごみに出さず、資源化物の古紙へ。

雑がみの分別方法　　　　　　  新聞・ちらし、ダンボール、
紙パック以外の紙ごみの出し方

●テープやビニールなど、紙以外の部分を必ず取り除いてください。

雑がみは、使用済みの封筒や紙袋に入れてためておきます。いっぱいになったら
紙ひもでしばって、古紙（こし）の回収日に集積場所へ出してください。

　紙袋の取っ手が
紙の場合は、切った
取っ手同士を結ぶだ
けで OK ！

ビニールは
取り除いて

●職場では

ざ つ




